
 

会長プロフィール 

 

岡田 保
おかだ たもつ

 
 

資格 

建築家・インテリアプラ

ンナー・福祉住環境コー

ディネーター 

 
経歴 

55年間に渡り住宅及び 

店舗・ビルの設計施工に 

携わる。 

ちなみに今年80歳 

 
趣味 

読書・健康と体力維持の

ためにジム通い 

 
家族 

妻と二人暮らし 

息子1人と娘2人は 

工デザインに在籍中 

 

会長のコラム    たくみの道… 
 第一一〇話           認知症を考える②  

  

 今までは免許証の更新時に認知症検査を受けて、難なくクリアーしていたので

難しく考えていませんでしたが、高齢者の運転によるブレーキとアクセルの踏み

間違いによる悲惨な大事故の連続や高速道路の逆走などのニュースを見ますと自

分もボチボチ考える時期が来たのかな？と思い、認知症を少し「認知」しようと

思います。 それと、家内が話す会話の中でかなり固有名詞が出にくくなってき

たようです。 もともと天然なところがあるのであまり気にしていなかったので

すが、少し気を付けて聞いているとやはり多くなっているようです。 

 そういえば私も同じような現象が出てきたようで、人の名前が出てこない事や

前号で書いたように物忘れがよく出だしました。 これと認知症とは別の現象だ

という事で少し安心ですが、いずれにしても老化現象が進んでおり、これは加齢

と共にどうすることもできない事です。 

認知症  ６５歳以上の約７人に１人は認知症(推計) 

   ◇ アルツハイマー  ◇ 血管性型  ◇ レビー小体型 

   ◇ 前頭側頭型 ◇ 若年性 

－ 老化による物忘れと認知症の違い － 

・加齢による物忘れ          ・アルツハイマー型認知症 

  体験の一部を忘れる          体験全体を忘れる 

  出来事の一部を忘れる         出来事全体が抜け落ちてしまう 

  ヒントを与えると思い出す       ヒントを与えても思い出さない 

  時間や場所などは正しく認識      時間や場所などの認識が混乱 

  日常生活に支障はない         日常生活に支障がある 

大まかな比較ですが意識をしておきたいものです。最近では早期診断が可能にな

り、早期治療が出来るようになっています。 

 あと気になっているのは、脊柱管狭窄症による肉体的な衰えを強烈に感じてい

ます。 足腰が弱ってきますと基本動作である「座る・しゃがむ・前屈・後屈・

側弯
そくわん

・旋回運動」等が弱ってしまいます。 そのため朝のストレッチ(かなりハー

ド)は欠かせません。それでやっと体全体が動きます。これに加えて週３回のジム

での軽運動と整体院に通って、弱っていく体力スピードと闘っています。 

お陰様でタクミデザインは52年目を迎えることができました。ありがとうございます。 

このニュースレターは、過去にお仕事させて頂いたり、 

もしくはお問い合わせ頂いた方など、【大切な方】にのみ 

お贈りさせて頂いております。 

株式会社 工デザイン 
〒671-1102 兵庫県姫路市広畑区蒲田3丁目120 

TEL 079-239-9001    FAX  079-239-9050 

http://www.takumi-design.co.jp/ 

『20,000人の笑顔 

集めます 

プロジェクト！』 

2022年5月現在 

12,166/20,000 

の笑顔頂きました‼ 

http://www.takumi-design.co.jp/


社長プロフィール 
 

岡田 哲也
お か だ  て つ や

 
 

【資格】 

2級建築士 

宅地建物取引士 

2級施工管理技士 

既存住宅状況調査技術者 

一般耐震技術認定者 

【経歴】 

大学卒業後、大阪の店舗の

設計施工を行う会社で約10

年修行後、姫路に戻り工デ

ザインに入社。 

【趣味】子育て(笑） 

      【家族】私（50歳） 

  妻（？歳） 

     息子（19歳） 

   娘（高3） 

 

プロフィール 
 

河野 紳一郎
こ う の  し ん い ち ろ う

 
 

資格 

一般耐震技術認定者 

 

経歴 

（株）工デザイン 

入社8年目 

 

趣味 

自宅の改修 

 

家族 

 私（50歳） 

  妻（50歳） 

  長女（社会人3年目） 

  長男（高3） 

 次男（中2） 

 

 

 

 

 50代に入り、たまに友人同士集まると近況報告から、必然的に病気や健康の話になって

しまう今日このごろ(^_^;) 

 ご多分に漏れず、私も健康診断の度に悪化していく数値たち。。このままではまずいと

計画した減量計画（Vol.102参照）その後リバウンドを繰り返すも自宅の蜂の巣撤去

（Vol.107参照）を実施するために、何とか体重を標準値近くまで戻したのでした。 

 おかげで体がかる～い！いいぞいいぞ！どんな現場でもかかってこんか～い！「動け

る、動けるぞ。あーはっはっー！」今日の現場は床張り職人さんが入るまでの既存床カー

ペットの撤去だって。「任さんか～い。あーはっはっはっーー！」 

 『ビキィィ！！』※腰部からの異音「うっ！？痛たたーー！！」やってしまった。。久

しぶりのギックリ腰(TдT)その日は何とか自宅まで帰ったものの、翌朝は、さらなる激痛

が襲ってきたのでした。 

 「どうしよう、今日中に片付けとかないと明日には職人さんが入って来るのに。。」と

かがむことすら出来ない僕は、妻に靴下を履かしてもらいながらこぼしていると･･･近くで

聞いていた娘が「今日、仕事休みやから手伝おか」と言ってくれたのでした。「ありがた

い。頼むー！」と二人で現場に行く事に。社会人3年目の娘に作業内容を伝えると手際よ

く、かつ丁寧に一人で作業を進めてくれ、あっという間に作業終了。 

 『ううう･･･昨日まで調子に乗っていた自分が恥ずかしい』と思いつつ我が子の成長と気

遣いに、うるっときたでした。 

 数日後、健康診断の検査結果が届き･･･さっそく見てみると、体重は減ってても各数値は

変わらず。。むしろ悪くなってるのもあるし！「あか～ん。完全に天罰がくだって

る！」･･･というわけで改めて謙虚さを忘れず、しばらく大人しくしていようと心に決めた

のは言うまでもありません(・_・;) 

「ギャー！！！！ 

ゴキブリー！！！！ 

ゴキブリ踏んでも

たー！！！！ 

いやゴキブリ違うわ、カブト

ムシやー！！！！」 

ベランダから妻の声が近所

中に響き渡っています(笑） 

しかも、情報が混乱していて

状況が掴めません！！笑 

最終的に、 

「ちょっと来てー！！！！」 

結局、呼ばれて飛んでいく

と、踏んづけられて転がって

いたのは、なんと『オオクワ

ガタ』ではありませんか！ 

そうなんです、ゴキブリでも

なくカブトムシでもなくそれは

クワガタ！ 

しかも、それが『オオクワガ

タ』だったのです(^_^;) 

そんな事があるでしょう

か・・・(^^) 

目を疑いましたが、ピクピク

動いているその虫は間違い

なく『オオクワガタ』です。 

さあそれからです。     

どうしたものか。。。          

かなり弱っている感じでした

が、死んではいません(-_-;) 

見るに見かねて咄嗟にダン

ボール箱と砂糖水を染み込

ませたスポンジを用意して

入れてあげました。 

そして翌日、そーっとダン

ボールのフタを開けると少し

だけ元気になっているじゃあ

りませんか(^^) 

もう心が決まりました！ 

早速、虫かごとエサを

AMAZONで購入し、飼うこと

に決めました。踏んづけてし

まった妻も申し訳無さそうに

虫かごを覗き込んでます笑 

そう言えば名前が決まって

いません。。。どなかた名前

をつけてくれませんか？連

絡待ってます❤        

岡田Jr.50歳 

「Ｇちゃうやんか、あんたそれは・・・」 

「私のからだ改修工事その2」の巻 
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イマドキTopics

今話題のHOTなニュースをご紹介します！

～ 今日もごきげんさん ～

「川添家のゆるゆる日記」
” 日曜日のリビングで。 Sn＋1＝an＋１”

やった－－！秀逸のショットが撮れました(*^。^*)
姫路の名物の１つでもある”御座候”回転焼きの実演販売の売り場です。

ムスメに「回転焼きは職人のオッチャンが上手に焼いてるんやでぇ」
と教えてあげたら『えっっ！知らんかったー 』焼いている所を見ることもできると伝えると
『見てみる！！見てみたい（＾◇＾）』 イオンタウンの１Ｆにある御座候に行ってみる
とムスメの目が訴えかけてきました『見てもいい？』 軽く背中を押してあげると職人さん
の真ん前。砂かぶり席です！ 職人さんは表情を変えることなく、リズムのある見事な手
つきで焼いている様子をムスメは食い入るように見ていました（親も）。

帰りには『赤２つと白１つ』と自分で注文！ かわいい成長を見ることができました。

編集長 北本美佳

「あぁ～もう分からへん。２乗が消えない！」数学の宿題をしている高３の次女がひっ

くり返った。 「どんな問題？」昔、理系男子の主人が声を掛ける。 次女は面倒臭そう

に早口で公式を駆使して問題文を説明して「わかる？」と言う。 「いや…まず老眼で字

が見えへん。 公式は忘れたけど一次方程式やから、等式か不等式しかない。 この場合、

不等式はあり得ないので等式の公式で解くしかないのでは…。問題のヒントは問題文にあ

るもんよ」「あー。なんか分かった」そうです。

居合わせた長女は、妹にチョコレートを差し入れながら「お父さん天才やん。問題文の

中にヒントが隠されている事。次女に無かった発想で、問題のヒントを見つけたから凄い

ね。」と言う。 いやぁ～長女よ。 真っ直ぐに人を褒められるあなたも凄いよ！

経理 川添美保


